教職免許状取得について
自分自身の頭の整理もかねてまとめてみました。役に立つかは分かりませんが。

これはできるだけ本郷と数理科学棟にいかないようにたてて見ました。というのも、自分がなるべく行きたくないからです。あと、数学と理科以外の免許に関しては何も分からないので、あくまでも教養学部基礎科学科で数学、理科の免許を取るためのものです。

平成１２年以降に東京大学に入学した人向けです。

曜限は今年度のものです。来年度以降は変わる可能性があります。

注はそれほど重要でもないので最後にまとめてあります。

1、 共通（あくまで数学と理科に共通ということ）
（i）４学期までにとるべき科目（基礎科目）
・スポ身２単位（必修×２でＯＫ）
・国際コミュニケーション２単位
・情報２単位（必修でＯＫ）
・日本国憲法（C系列）２単位（注１）
（ii）卒業までにとるべき科目（教職に関する科目）

	教科名
	学期
	曜限
	単位数
	中必
	中単
	高必
	高単

	教師論
	夏
	月６
	２
	○
	２
	○
	２

	教育原理
	夏
	木５
	２
	
	２
	
	２

	教育学概論
	冬
	木２
	２
	
	
	
	

	教育心理Ⅰ
	夏
	金５
	２
	○
	２
	○
	２

	社会教育論
	冬
	木２
	２
	
	２
	
	２

	教育と社会
	冬
	木５
	２
	
	
	
	

	教育課程
	冬
	火６
	２
	○
	１２
	○
	６

(注２)

	※１
	夏、冬
	
	各２
	○
	
	○
	

	生活指導論（道徳）
	夏
	火５
	２
	○
	
	
	

	生活指導論（特別活動）
	冬
	火５
	２
	○
	
	○
	

	教育の方法
	夏
	月５
	２
	○
	
	○
	

	進路指導・生徒指導
	冬
	月５
	２
	○
	４
	○
	４

	教育相談Ⅰ
	冬
	金５
	２
	○
	
	○
	

	総合演習
	夏、冬
	
	各２
	○
	２
	○
	２

	教育実習Ⅰ（２週間）
	
	
	３
	
	５
	
	３

	教育実習Ⅱ（３～４週間）
	
	
	５
	○
	
	
	


※１　各教科の指導法は各教科によって異なるので後述
この他に中学免許には介護等体験（７日間）が必要（単位にはならない）
2、 数学免許取得のみにあてはまること
（i）教科の指導法
	数学教育Ⅰ
	夏
	集中
	２
	○
	※２
	
	※２

	数学教育Ⅱ
	冬
	集中
	２
	○
	
	
	


※２　１ページ目の表の※１に入れて考えてみてください

（ii）教科に関する科目
次の各群から最低１単位以上とりながら、合計で中学２８単位、高校３６単位が必要
ただし、中学で８単位、高校で１６単位までは、教職に関する科目の余りで代用できる（はず）

	群
	科目名
	単位数
	開講学期

	代数学
	数理科学セミナーⅠ
	２
	６

	
	数理代数学
	２
	６

	
	数理代数学演習
	２
	６

	幾何学
	物理数学
	２
	４

	
	数理科学セミナーⅡ
	２
	７

	
	構造幾何学
	２
	６

	
	構造幾何学演習
	２
	６

	解析学


	数理解析Ⅰ
	２
	４

	
	数理解析Ⅰ演習
	２
	４

	
	数理物理学Ⅰ
	２
	４

	
	数理物理学Ⅰ演習
	２
	４

	
	数理解析Ⅱ
	２
	５

	
	数理解析Ⅱ演習
	２
	５

	
	数理物理学Ⅱ
	２
	５

	
	数理解析Ⅲ
	２
	６

	
	数理解析Ⅳ
	２
	７

	確率論

　・

統計学
	量子統計力学
	２
	５

	
	確率統計Ⅰ
	２
	７

	
	確率統計Ⅱ
	２
	７

	コンピュータ
	数理情報学Ⅰ
	２
	５

	
	数理情報学Ⅰ演習
	２
	５

	
	数理情報学Ⅱ
	２
	６


3、 理科免許取得のみにあてはまること
（i）教科の指導法

	理科教育Ⅰ
	夏
	？
	２
	○
	※２
	
	※２

	理科教育Ⅱ
	冬
	火２
	２
	○
	
	
	


· ２　１ページ目の表の※１に入れて考えてみてください
（ii）教科に関する科目
次の各群から最低１単位以上とりながら、合計で中学２８単位、高校３６単位が必要
ただし、中学で８単位、高校で１６単位までは、教職に関する科目の余りで代用できる（はず）
また、高校に関しては、実験は４つあわせて１単位以上でOK（つまり必修でＯＫ）
	群
	科目名
	単位
	学期
	
	群
	科目名
	単位
	学期

	物理学
	量子力学Ⅰ
	２
	４
	
	化学

(続き)
	物性化学Ⅰ
	２
	５

	
	量子力学Ⅰ演習
	２
	４
	
	
	分子科学セミナーⅠ
	２
	６

	
	電磁気学Ⅰ
	２
	４
	
	
	分子科学セミナーⅡ
	２
	７

	
	統計熱力学
	２
	４
	
	
	分子分光学
	２
	６

	
	量子力学Ⅱ
	２
	５
	
	
	分子分光学演習
	２
	６

	
	量子力学Ⅱ演習
	２
	５
	
	
	反応動力学Ⅱ
	２
	６

	
	電磁気学Ⅱ
	２
	５
	
	
	反応動力学演習
	２
	７

	
	統計熱力学演習
	２
	５
	
	
	物性化学Ⅱ
	２
	６

	
	物性科学セミナーⅠ
	２
	６
	
	
	物性化学Ⅲ
	２
	７

	
	物性科学セミナーⅡ
	２
	７
	
	
	物性化学演習
	２
	７

	
	量子力学Ⅲ
	２
	６
	
	
	物質解析学
	２
	８

	
	量子力学特論
	２
	７
	
	
	分子設計学
	２
	６

	
	量子計測学Ⅰ
	２
	６
	
	
	分子設計学演習
	２
	６

	
	量子計測学Ⅱ
	２
	７
	
	
	分子システム論
	２
	７

	
	物性物理学Ⅱ
	２
	６
	
	生物学
	生体機構概論
	２
	４

	
	物性物理学Ⅲ
	２
	７
	
	
	生体情報概論
	２
	５

	
	物性物理学Ⅱ演習
	２
	７
	
	
	構造生物学概論
	２
	６

	
	界面の科学
	２
	７
	
	
	生体計測概論
	２
	４

	化学
	分子科学
	２
	４
	
	
	生体機能科学セミナーⅠ
	２
	６

	
	元素の科学
	２
	４
	
	
	生体機能科学セミナーⅡ
	２
	７

	
	超分子の科学
	２
	４
	
	
	分子機械
	２
	６

	
	反応動力学Ⅰ
	２
	５
	
	
	超分子機械
	２
	７

	
	分子構造論
	２
	５
	
	
	数理生物学
	２
	６

	
	分子変換論
	２
	５
	
	
	生体機構学
	２
	５


	群
	科目名
	単位
	学期
	
	群
	科目名
	単位
	学期

	生物学

（続き）
	生体情報学
	２
	７
	
	物理学実験
	基礎科学実験Ⅲ
	３
	７

	
	生体計測Ⅰ
	２
	なし
	
	化学実験
	基礎科学実験ⅠB
	３
	５

	
	生体計測Ⅱ
	２
	６
	
	生物学実験
	基礎科学実験Ⅱ
	３
	６

	地学

※３
	自然システムⅦ
	２
	６・８
	
	地学実験
	基礎科学実験ⅠＡ
	２
	６

	
	自然体系論Ⅰ
	２
	４
	
	

	
	自然体系論Ⅱ
	２
	？
	
	

	
	複合系計画論Ⅲ
	２
	６
	
	


※３　広域科学科広域システム分科の科目

4、 その他
・火５にある教職科目の特別活動は８学期にならないと取れない予感
　６学期は実験で埋まると思うので
・高校の免許は専門科目を多くとらなければいけないように見えるが、教職の剰余分
　が多くなるため、それほど大変でもない
　中学と一緒にとるならば専門も中学と同じだけとれば単位数はそろえられる
・教育実習や介護等体験の手続きは正門左の掲示板で
　教育実習は４月から手続きが必要
　介護等体験も６、７月くらいには掲示がでるはず
・学期はこれだけ多いので打ち間違えがあったらすみません
注１　次のＡ群、Ｂ群から２単位ずつ計４単位の取得でもＯＫ
　Ａ群：現代法、法と国家

　　　Ｂ群：法と社会、法と国際社会
いずれもＣ系列

注２　東京大学の場合、すべて２単位なので、どうがんばっても８単位以上になる。よって必然的に２単位は剰余分として教科のほうに算入できる。
参考資料

履修の手引き　（前期課程）ｐ３６～ｐ４０

教養学部便覧Ⅰ（前期課程）ｐ１０１～ｐ１１０（後期課程の便覧にも同内容の記載有）

教養学部便覧Ⅱ（後期課程）ｐ１０３～ｐ１２２、ｐ２１１～ｐ２１４、ｐ２１９、

ｐ２７５～ｐ２８０、ｐ２８９、ｐ２９０、ｐ２９５

ｐ２９８、ｐ３１８～ｐ３２０、

２００７年度冬学期授業時間割（後期課程）
